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巻頭言

本年4月より、総合研究大学院大学

の学長に就任しました。分子研も、総

研大を構成する基盤機関の一つであり

ますので、これからどうぞよろしくお

願いいたします。

総研大は、とても変わった大学院で

す。研究所は世界最先端の研究をする

ことが使命であり、先生たちは実にお

もしろい、優れた研究を行なっていま

す。その研究現場で博士課程の教育を

行うというのが総研大の設立理念なの

ですが、それは簡単なことではありま

せん。自分の専門分野の研究を行うこ

とと、大志を抱いてはいるけれどもま

だ未熟な院生たちを指導することとは、

かなり異なる仕事だからです。

研究者は、自らがチームを率いて研

究を進めていける能力を持った人々で

す。分野を熟知し、今何が問題なのか

を知り、それを解決するための想像力

を備えています。そして、大きな研究

課題をいくつかの細かい課題に整理し、

それぞれの研究結果を総合的に判断し、

次の研究計画を立てます。こういった

能力がなければ、研究所の研究者とし

ては成り立ちません。

さて、院生に対する教育はどうでしょ

う？　大学院生は、もちろん、入試を

経て採用することに決めた人たちです

から、それなりのハードルは越えてい

ます。それでも、多くは20代前半の

可塑性の高い時期にある人たちで、さ

まざまな潜在能力は備えているものの、

知識が十分でない、研究の方向性がま

だわからないなど、つまりは研究者の

「素材」です。このような人たちをどう

やって開花させるか、どうやって潜在

能力を一番よい方向に引きだすか、そ

れが教育というものですが、この仕事

は、研究を進めることとは、実は非常

に性質の異なる仕事です。

研究対象、研究課題が困難でうま

くいかないという苦労は、どの研究者

も必ずや日々直面する問題です。しか

し、院生の指導がうまくいかないとい

うのは、純粋に研究上の問題ではなく、

院生と先生というそれぞれ異なる人間

どうしの社会関係の問題を含んでいま

す。だめだと思っていた院生が数年後

に脱皮することもあれば、すごいと思っ

ていた院生が開花しないこともありま

す。研究者ではなく、まったく違う分

野で人生を切り開いていくこともあり

ます。教育とは、他者の人生を左右す

ることを含み、また、他者の人生を先

生がコントロールすることは到底でき

ない、という限界も含んだ作業なのだ

と思います。

私自身は、これまでに研究にも教

育にもたずさわってきましたが、今は、

大学の運営というまったく異なる仕事

をすることになりました。研究と教育

が異なるように、大学の運営という仕

事も、前2者とはまったく異なります。

そこで思うのですが、異なる性質の仕

事をするときに重要なのは、応用力で

す。一つの分野でうまくいったやり方

の何がうまくいく要素だったのか、そ

れを一段階上に抽象化し、他の分野に

も応用できるものとして使う力が必要

なのです。

そして、応用力の根幹にあるのが

想像力だと思います。ある一地点から

だけではなく、異なる地点から見たら

世界はどう見えるか、研究の発展にも、

教育にも、大学運営にも、もっとも大

事なのはそういった想像力なのではな

いかと思うこのごろです。

長谷川 眞理子
総合研究大学院大学　学長

応用力は想像力

はせがわ　まりこ
総合研究大学院大学　学長
昭和51年東京大学理学部生物学科卒。
昭和58年東京大学大学院理学系研究科人類学専攻
博士課程修了。
タンザニア野生動物局、東京大学理学部人類学教
室助手、専修大学助教授・教授、Yale大学人類
学部客員准教授、早稲田大学政治経済学部教授を
経る。
平成18年総合研究大学院大学教授。
平成19年先導科学研究科生命共生体進化学専攻長。
平成23年先導科学研究科長。
平成29年４月現職。


